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富小っ子 どまんなか学校  

1 学期の間、子どもたちは、同じ学年の友だちだけでなく、違う学年の友だち
とも関わり合いながら、いろいろなことに取り組んできました。 
□遠足では、楽しそうな笑顔がたくさん見られました。 
□校外学習では、グループで協力し合いながら、学びを深めていました。 
□宿泊学習では、火起こしやウォークラリー、ご飯の準備などを通して、助け 
 合いながら良い思い出を作っていました。 
□授業では、ペアやグループで考えを伝え合い、「なるほど、そういう考えが 
 あるんだ。」と、お互いの考えを広げていました。 
□農園活動では、違う学年の友だちと協力し、「一緒にできて楽しかった。」「あ 
 りがとう。」と声をかけ合う姿が見られました。 
□６年生は、1年生に優しく声をかけたり、お世話をしたりしてくれたおかげ 
 で、1年生も安心して学校生活を送ることができました。 
□中休みや昼休みの時間帯には、ブランコを順番に使ったり、鬼ごっこやサッ 
 カーでルールを守って楽しく遊んだり、けがをした友だちや困っている子に 
 声をかける姿もありました。 
こうして、友だちと関わり、助け合いながら過ごす毎日は、とても素敵で、幸

せなことです。これからも、その気持ちを大切にしていってほしいです。 
ただ、時には相手の気持ちに気付かずに、嫌な思いをさせてしまうこともあり

ます。例えば、友だちが悲しんでいるのに気づかず、ふざけてしまったり、さら
に、嫌なことを言ってしまったりすることもあるかもしれません。 
そんなときこそ、友だちの様子をよく見て、「どうしたのかな？」「大丈夫か

な？」と考えてみてください。そして、少し落ち着いてから話を聞いたり、「何か
できることある？」と声をかけたりしてみましょう。その他にも、 
□そっと近くにいる。 
□黙って隣に座ってあげる。 
□「一緒に行こう。」「一緒にやろう。」と声をかける。 
□先生にそっと気持ちを伝える。 
□無理に元気づけようとせず、相手のペースを大事にする。 
□相手の良いところを思い出して、優しい言葉をかける。 

などの行動も、思いやりの気持ちから生まれる大切なことです。うまくできない
と感じることがあっても大丈夫です。大切なのは、「友だちが安心できるかな？」
「嫌な思いをしないかな？」と、考えることです。 
みんなの優しさが集まれば、もっと安心して過ごせる学校になります。 
これからも、周りの人の気持ちに目を向けられる温かい心を、大切にしていっ

てほしいです。 

 

 夏休みが始まります。子どもたちには、楽しく

充実した夏休みを過ごしてほしいと願っていま

す。その前提となるのが、安全に健康に過ごすこ

とです。下記のことには十分留意していただき

ますよう、よろしくお願いします。 

※別紙「夏休みのきまり」を 

 必ずご確認ください。 

①交通事故防止のために 

 □交差点では「ストップ」「確認」 

  運転手さんの目を見て渡る 

 □自転車に乗る時はヘルメット着用 

②夏の事故防止のために 

 □火遊びは絶対ダメ！ 

 □川・道路・線路・橋・工事現場で遊ばない 

③規則正しい生活を送るために 

 □計画を立てる（学習・運動・手伝いなど） 

 □習慣をつける（早起き・歯磨きなど） 

 □メディアをコントロールする力を磨く 

④トラブル防止のために 

 □外出前に行先・帰る時刻を伝える 

 □物やお金の貸し借り、無駄遣いをしない 

 □知らない人には、絶対ついていかない 
 

教頭 秋田 泰将 

    

先生方も認めていた

だけると、すごく励

みになります。よろ

しくお願いします。」 

 

教職員 エージェンシーで「笑顔」と「潤い」を  
～今こそ「すべての子どもたちのために」～ 

子ども ゴールに向かって自分らしさを磨こう  
～心を通わせながら～ 
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富良野市立富良野小学校 

８日（金）学習サポート 

11 日（日）山の日（祝日） 

12 日（火）～15 日（金）学校閉庁日 

22 日（金）2 学期始業式 

26 日（火）クラブ活動 

      夏休み作品展～9 月 5 日（金） 

27 日（水）口座振替日 

28 日（木）市教研班研修 

 

   

 7月 3日（木）・4日（金）の修学旅行では、6

年生にとって一生の思い出となる素晴らしい 2 日

間になりました。炭火焼きの昼食に始まり、おたる

水族館でのバックヤードツアー、小樽の自主研修。

ガトーキングダムでは、夕食のバイキングやプー

ル、ウオータースライダーを思いきり楽しみまし

た。２日目は、さっぽろテレビ塔でのグループ行動

や、エスコンフィールドの見学ツアー、千歳空港の

裏側見学、そしてお買い物と、盛りだくさんの内容

でした。どの場面でも、子どもたちの笑顔があふれ

ていました。この２日間、子どもたち一人ひとり

が、これまでの学校生活で積み重ねてきた下記の

力を、発揮していました。 

☛生活・行動に関する力 

〇時間を意識した行動 〇持ち物の管理  

〇体調管理 〇暑さの中でも元気に歩ききる体力 

〇食事のバランスへの意識 

※修学旅行後、自分の選んだ夕食メニューについ  

 て、栄養バランスの振り返りをしました。 

☛対人関係・社会性に関する力 

〇人の話をよく聞く姿勢 〇丁寧なあいさつ 

〇仲間と協力しながら行動する力 

☛自律・責任に関する力 

〇自分の役割に責任を持って行動する態度 

〇柔軟に考え、予定の変更にも対応する力 

☛問題解決・思考に関する力 

〇地図を使って自分たちで目的地へ向かう力 

〇予定変更に対応する柔軟な思考力 

 この経験を、これからの学校生活や中学校に向け

ての自信につなげていってほしいと願っています。 

 

 

 

 

 学校生活やお子様について、気になることが
ある場合、スクールカウンセラーに相談するこ
とが可能です。本校では、臨床心理士が月に 2・
3回、1日 3時間程度、勤務しています。希望
がある場合は、学校職員にご相談ください。 

          ６月中旬から７月中旬まで、           
         中マラソンを、行いました。    
 中休みや昼休みにグラウンドを走って体力をつけ
ようという活動です。今年度、記録会は行わず、自分
で何周走るか目標を立てて、その目標に向かって、こ
つこつ取り組むスタイルにしました。まずは「目指せ
日本一周！」４７周（低学年は３０周）という目標か
ら取り組み、体力、やりきる力などを育みました。 


